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１．テーマ 「海老名の古代史を歩く」 

２．開催日 令和３年１０月２３日（土曜日）８時４０分～１２時３０分 

３．集合場所 相武台下駅 

４．講師 鈴木 徹雄 氏 

５．工程 海老名駅⇒温故館⇒国分寺跡⇒龍峰寺⇒海老名駅 

で往復約４.７キロ 歩行時間３時間 

６．参加者 中宿自治会会員２９名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

８時４０分 挨拶と体操 
９時０８分 海老名駅下車 
９時３０分 温故館 
９時５０分 国分寺跡 
１０時３０分 逆川船着場跡 
１１時００分 龍峰寺 
１２時１０分 相武台下着 
１２時２０分 弁当配布・解散 

 後記：天気は快晴．一路相模線で海老名へ． 

8世紀中に創建された相模国分寺遺跡の歴史に踏み込む． 

法隆寺式伽藍配置の広大な敷地に圧倒される． 

創設者中山毎吉の温故館には東国有数である遺跡の調査 

研究成果が保存展示されていた．室町時代に創建された 

龍峰寺の仁王像は２１世紀の見学者に鋭い睨みを利かせ 

ている．貴重な歴史体験となった市民レクであった． 

写真１ ビナウォーク七重の塔見学 写真２ 大欅の前で 写真３ 温故館の由来説明に聞き入る 

写真５ 国分寺跡での集合写真 

写真４ 国分寺の広大な塔跡説明に見入る 

写真７ 龍峰寺到着 

写真６ 相模国分寺遺跡の説明風景 



その他の写真 

 

相模国分寺跡 

相模国分尼寺金堂跡 

運河では相模最古の逆川 

龍峰寺 

ビナウォーク七重の塔 

国分寺 


